
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































⑧伜|`芋|几:） ● 〆｜肋一一 (-） (4-49） '(ズバルニ。
となるから（Ｂ）の場合には
Ｃｕ〕'(鼻:薮)＝ＺｌＭ鮒〉




































































































































































































Oarinfinity ニル(卿)+(-)÷L/ﾌ}"'． (5-24） 
これより、
３ﾊﾟｚｗﾌ)+(-)芸L〃=０，
とおいてよいであろう。巧=の,ｉ－Ｌであるから、Ｅｑ(5-25)は
(5-25） 
Ｗｗ豆)+÷(ｚｗﾌ)+(-)会のＷ=ｑ
となる。ここで、Ｅｑ.(5-26)を解こう。そのために、まず、
壁(f幻互)+告(ｆｗﾌ)=０，
の解は
ｆＷﾌｰﾙｰ今免Ａ定数，
であるから、
ＴＷす=x(5)e-÷`，
とおいて、これをＥｑ.(5-26)に代入すると、
３Ⅸ(ど)=告の；
をうる゜これより、
Ｍ=÷ﾉ(:の澱
となる。したがって、Ｅｑ(5-26)の解は、
Ｊｗﾌｰ÷`÷`ﾉ(払泌
となる。Ｅｑ.(5-26)の右辺第二項を無視すれば
ＴＷﾌﾟce-絆，
であり、αが虚数ならば、７幻互は
(5-26） 
(5-27） 
(5-28） 
(5-29） 
(5-30） 
(5-31） 
(5-32） 
(5-33） 
発散のないmodelの試作（Ⅵ） 9３ 
一半川"=Ⅲ２ （5-34） 
なる波長をもつ周期関数である．いいかえると、相互作用の増大にともなって、tensor零は周
期↓性を示すのである。
Appendices 
VanHoveの定理
Ｈ･の固有vectorの張る空間は、Ｈｏ＋gHIの固有vectorの張る空間の外にある。すなわち、
固有値問題を解くに用いる空間は、Hamiltonianごとに異っていて、互に結びつけるunitary変
換は存在しない。例えば、湧き出し９６(X)，をもつHamiltonianでは、涌き出しの結合定数,が
異るごとに用いるべき空間が異っている。
Haagの定理
どんな場の理論であっても、次の４つの条件をみたせば、その理論は自由場の理論に等しい。
ｌ）Poincar6変換の変換性
２）unique,normalizable,invariantな真空が存在し、negativeenergystateは存在しない。
３）同時刻におけるcanonicalcommutationrelationが存在する。
４）ある時刻において、自由場と結びつけるunitary変換が存在する。
